
 教 育 計 画  

１ 教育課程編成方針 
◇ 以下のとおり教育課程を編成する 

（１） 教育法規及び新学習指導要領に基づき，「確かな学力」「豊かな心」「健やかな

体」の調和を図りながら子どもたちに「生きる力」を育む教育課程 
（２）  県教育委員会「ひょうご教育創造プラン基本方針」，市教育委員会「教育の基本 

目標」「基本方針」に示された今日的課題，前年度の学校評価の反省や学校の特色 
を生かした教育課程 

（３） 学校・児童の実態・地域の実情を踏まえ，家庭・地域とも連携しつつ児童の主体 
的な学習活動への支援を充実させ，生涯にわたって学び続けようとする豊かな人間 
性の育成をめざした教育課程 

（４） 教育活動全体を通じて，「命の尊さ」や「人権を大切にする心」を浸透させ「心 
の教育」の充実を図るとともに，自主性・主体性を重んじ，児童が好ましい人間関 
係を育むことができる教育課程 

（５） 自ら学び，自ら考える力を育成し，基礎基本を確実に定着させるとともに，児童 
が自身の興味・関心に応じた個性や能力をさらに伸ばせる教育課程 

（６） 児童がのびのびと活動し，一人一人が確かな成長を実感できる教育課程 
（７） 学校行事のねらいの再確認・見直し，授業時数の確保や授業内容の精選と改善に

留意した教育課程 
 

２ 学校経営基本方針 
◇   教職員の能力や活動意欲・実践的態度を引き出し，学校の課題と連結することで，

教職員一人一人の指導力・資質の向上と児童への的確な教育効果の同時実現をめざす 

◇   子どもを中心に据えた教育活動をベースに，教職員が「働きやすい」と感じ，豊か

な実践が日々展開される学校作りに努める 

（１） 対話を通じた明るく良好な人間関係づくり 
○  笑顔の絶えない明るく風通しの良い職員室 
○  教職員の悩みやストレスに対する的確な支援・助言 
○  児童理解と日常的な情報交換によるいじめや不登校等の未然防止･早期解決 

（２） 組織的な取組による確かな学力の定着，教職員の指導力・資質の向上 
○  短・長期的なビジョンのもと，教職員個々の能力が有機的に結びつき，学校が 
「チーム」として機能する教職員配置と適切な業務の割り当て 

○ 課題解決に向かう「共同体」としての組織的な対応・取組 
○ コミュニケーションやＯＪＴによる教職員相互の指導力・資質の向上 
○ 学校の持つ教育課題の掘り起こしと解決に向けた方向性・方策の研究，日々の 
実践化による教育活動の推進 

（３）勤務時間の適正化 
○ 環境整備や備品・文書整理，学校業務や行事等の慎重なスクラップアンドビル 
ド，効率的な会議進行や事務処理等，学校運営上のシステム改善 

○ 児童と教職員がいきいきと輝くための「働き方改革」推進 



 


